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開  会   午前１０時００分 

○委員長（谷口 整） おはようございます。 

  きょうは、閉会中におきます文教厚生常任委員会を招集いたしましたところ、町当局

の関係者をはじめ委員の皆様には、ご多忙中にもかかわりませずご出席をいただき、ま

ことにありがとうございます。 

  本日の委員会におきまして、不適切な発言等がありました場合は、委員長において精

査を行うことといたしたいと思いますが、これにご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ありがとうございます。 

  それでは、ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、

直ちに本日の文教厚生常任委員会を開きたいと思います。 

  会議は、お手元に配付をいたしております会議日程により進めてまいります。また、

関係資料を配付しておりますので、あわせてご参照いただきたいと思います。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  日程第１、各課所管に係ります平成２８年度第４四半期の事業執行状況についてを議

題といたします。 

  まず、福祉課所管について説明を求めます。光嶋健康福祉部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） それでは、私のほうから事業執行状況、福祉課分について

ご説明を申し上げます。 

  資料の１ページをごらんいただきたいと存じます。 

  まず、１番目につきましては、これはもう事業が終了しておりますので省略をいたし

ます。 

  ２番目の地域福祉計画策定事業についてでございますが、これはパブリックコメント

を実施いたしまして、去る１月２３日までいたしましたが、申請は１件、パブリックコ

メントがございました。今後の予定についてでございますが、３月の上旬に策定委員会

を開催いたしまして、パブリックコメントの結果並びに計画案、意見具申等についての

協議をしていただきまして、３月の中旬には意見具申をいただきたいというふうに考え

ておるところでございます。 

  ３番目の臨時福祉給付金事業につきましては、これは今現在、申請受け付けをしてお

ります。２月３日までが期間でございます。支給は、もう随時行っておりまして、現在

までのところ、申請書送付人数１，５８０人に対しまして、１月１３日現在の数字では
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ございますが、受け付けが１，０５９人、申請率としては６７％、支給人数としては

１，０１３名ということでございます。 

  また、４番目の年金生活者等支援臨時福祉給付金事業についてでございますが、これ

も上記の事業と同様の期間を合わせて実施をしておりました。申請書送付人数が４０人、

同じく１月１３日現在で３１名の方の申請がございます。申請率は７８％になってござ

います。 

  なお、１月１３日付で、まだ現在申請をいただいておらない方、おおむね２５０世帯

ほどございますが、通知をいたしたところでございます。 

  次に、５番目の、臨時福祉給付金（経済対策分）事業でございます。これは、去る

１２月補正をいただいた分でございますが、これにつきましては、３月の下旬ごろから

の申請受け付けということでございます。４カ月間の受け付けを予定しておりまして、

支給対象者といたしましては、平成２８年度の臨時福祉給付金事業と同じ対象者、１人

につき１万５，０００円を支給したいというふうに考えております。支給対象といたし

ましては、２８年住民税非課税世帯で課税者に扶養されていない方、また生活保護受給

者の方は除くということになってございます。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） これより質疑に移りたいと思います。質疑のある方は、挙手を願

います。今西委員。 

○委員（今西久美子） 今ご説明のありました臨時福祉給付金事業、特に３番目ですが、

対象者が非常に多い中で申請率が６７％と。申請書を送付した人数に対しての申請率や

というふうに思うんですが、ちょっとこれ低いように思うんです。約２５０世帯にもう

一度通知をしたということですけれども、締め切りが迫っております、２月３日という

ことですが、これまでにも同じような事業があったかと思うんですけれども、そのとき

の申請率と比べて、今回どうなんでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 廣島補佐。 

○福祉課課長補佐（廣島照美） 昨年度、臨時福祉給付金のほうを実施しておりまして、

その際の申請率につきましては７６％でした。今回、勧奨通知を出させていただきまし

て、１６日以降１９日までの４日間ではございますけれども、２３件３６名申請してい

ただいておりますので、勧奨通知によりまして、かなりの方が申請していただけるもの

と考えております。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） これ、国の制度ですね。当初からご意見申し上げてきましたけれ
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ども、国に対して、確実に対象者に届くような方策を私はぜひともやってもらうべきや

と思うんです。行政としても対象者を十分、１００％把握し切れないというような、そ

ういう制度では私はやっぱりあかんと思うんです。 

  ちょっと副町長にもお聞きしますけれども、国に対する現場の意見として、町として

もこれ税のほうの資料をもらいながらという、福祉担当課として対象者を全て把握し切

れないというこんな制度、私はやっぱりおかしいと思うんです。 

  それで、６７％プラス勧奨によって尐しふえるということですけれども、こっちがつ

かんでいる１００％全員が対象者ではないという場合もあるので、そこは一概に言えま

せんけれども。ちょっとこんな市町村泣かせというか、対象者がはっきりつかめない。

それで、本当は対象になるのだけれども、もらえない人がいる可能性が多いようなこん

な制度については、やはりちょっと改善をするようにきちんと言うべきじゃないかと思

うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 副町長。 

○副町長（田中雅和） 今回につきましても再度通知を行って、いわゆる対象者の方には

そういう呼びかけもし、そして先ほど廣島補佐のほうからも話がありましたように、ま

たいろいろ申請ができたと。こういった努力を町としてやっておりますので、今、委員

ご指摘のような、いわゆる国に対する制度の見直しにつきましては、町のほうでも改め

て、どういったことを国に要望し、そして制度の改正につながるのか十分今後検討もし、

そしてその結果については受けて、国と、あるいは京都府等を通じまして要望はしてい

きたいと、こういうふうには考えています。以上です。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はないでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） 特にないようですので、福祉課所管の質疑を終了したいと思いま

す。 

  次に、介護医療課所管についての説明を求めます。青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） それでは、介護医療課所管ということで、事業執行状況と

いうことで、説明させていただきたいと思います。 

  ２ページからでございます。 

  まず、１つ目の高齢者人間ドックにつきましては、これにつきましては、１２月現在

申込者数４２名、受診者数３２名という状況でございます。 

  続きまして、２番目の人間ドック等委託事業につきましては、１２月で一忚終わって
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おり、１２月末現在の受診者数、申込者数が１８３人で受診者数が１４３名という状況

でございます。 

  ３番目の、特定健康診査等実施事業につきましては、これにつきましても一忚１０月

までで終わっておりまして、１２月末現在の受診者数ということでは６８１人という状

況でございます。 

  続きまして、４番目の生活習慣病予防対策事業ということで、これにつきましては

１１月から保健指導等をやっておりまして、今１２月末現在ではございますが、２４人

の勧奨を行ったところでございます。 

  ５番目の健康意識啓発事業につきましては、１月から、当初１２月と申し上げており

ましたけれども、尐しおくれまして１月から、今現在、臨時の保健師さんに健康啓発と

いうことで、訪問、回っていただいているところでございます。 

  続きまして、６番目の後期高齢者健康診査事業につきましては、これにつきましても

１０月で終わりということで、申込者数が３４８人、末現在の受診者数が３０６名とい

う状況でございます。 

  ７番目の高齢者等耐震シェルター設置補助事業につきましては、これにつきましても

継続ということでやっておりますけれども、現在のところ忚募はないという状況でござ

います。それで、先週、１月の中旬でございますけれども、建設課のほうと連携して新

聞折り込みで啓発をさせていただいておるところでございます。 

  続きまして、８番目の地域密着型特別養護老人ホーム設置助成事業につきましては、

基本的には１２月議会のほうで一般質問等でお答えさせていただいた後、その後、状況

は動いていないということでございますが、その後、ことし１月に入りまして、町長に

より委員長にお願いしていただいて、また事務レベルで協議をさせていただいたところ

でございます。いかんせん、やっぱり小規模のために、なかなか採算とることができひ

んと、プラマイベースで考えてもなかなか建設に踏み切れないというような状況でござ

います。 

  そういった中で、どうすれば前に進むのかということで、双方がいろんな意見を出し

合いまして、これまで１年間で、春から秋になってということで、いろいろ協議してき

たところでございますが、一忚２月の上旬が本当の最終のリミット、結論を出すという

ことで、相手さんとお話をさせていただいて、現在協議している事業者に任せることが

できるのか、また一旦リセットするのかというようなところで判断をしていきたいと、

今考えておるところでございます。 
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  続きまして、認知症カフェにつきましては、随時変更ございません。 

  同じく１０番目、これにつきましても、この８番目の事業について協議するというこ

とで変更ございません。 

  続きまして、１１番目の保険給付ということで、介護保険の保険給付なんですけれど

も、これにつきましては別紙をつけさせていただいております。別紙１、２ということ

で、縦書きの２枚物をつけさせていただいておりまして、こちらのほうに以前ご指摘の

あったとおり、保険給付の見込み量、計画と実績ということで資料をつけさせていただ

いております。 

  まず、別紙１のほうの要支援１、２ということで、予防のほうなんですけれども、こ

れにつきましては、トータルでいきますと見込み量が３，９１９万２，０００円という

ことに対しまして、１２月末ですけれども、それの実績としましては１，５０６万円と

いうことで、執行率が３８．４％でございます。 

  続きまして、別紙２のほうなんですけれども、保険給付ということで、こちらのほう

は介護の１から５ということで、こちらの合計が計画値としましては６億９，２８３万

２，０００円に対しまして、実績ということで４億１，０４１万１，０００円という状

況で、執行率が５９．２％という状況でございます。 

  それで、予防と介護を合わせまして、トータル７億３，２０２万４，０００円に対し

まして４億２，５４７万１，０００円という状況で、執行率が５８．１％という状況に

なっております。 

  この中で、１つだけ、要介護１から５のほうなんですけれども、訪問リハビリテーシ

ョンということで、計画値が１９万１，０００円に対しまして、実績が２３９万

１，０００円ということで、パーセンテージが１，２００％を超えている状況でござい

ます。これにつきましては、この２８年の計画値なんですけれども、その前年度の実績

が１９万円やったということで、それを置きかえて計画を見込んだところ、その翌年か

らということで実績が２３０万あったということで、ちょっと１，２００％というよう

な状況になっておるところでございます。 

  続きまして、１２番目なんですけれども、戻っていただきまして、通所型介護予防事

業ということで、継続してやらせていただいております。 

  それで、元気アップ教室なんですけれども、第４クールということで、今１月から

３月ということで１８人の対象者がおられまして、現在やっていただいておるところで

ございます。 
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  １３番目のＳＯＳ見守りネットワークということで、特段変更はございません。 

  １４番目の国民健康保険事業健全化執行管理ということで、国保の執行管理なんです

けれども、これにつきましても、今回１月下旬に運営協議会、また２月にも協議会とい

うことで予定させていただいておるところでございます。 

  執行状況につきましては以上でございます。 

○委員長（谷口 整） それでは、これより質疑を行います。質疑のある方は、挙手を願

います。原田委員。 

○委員（原田周一） まず、執行状況の人間ドックの委託事業、２番目なんですけれども、

これ１２月末で期限が終わっているわけですね。それで、これ、申込者に対して実際の

受診者が４０名、これ実績でいきますと尐ないわけですね。この辺のところが、申し込

んだのに受診していないというのは、どういうふうに捉えてはるわけですか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） 申しわけございません。ちょっと説明不足のところもござ

いました。 

  一忚、受診者数ということで、これは請求が来た数を上げさせていただいておりまし

て、ちょっとまだあと大体請求が２月から３月おくれになってしまいますので、その分

の方がまだ残っておられるという状況と、あと、申し込んでおいてやはりちょっと受け

られない方というのが、年間何人か出てくるので、事情で、そのあたりで誤差が出てく

る状況でございます。 

○委員長（谷口 整） 原田委員。 

○委員（原田周一） ということは、これから請求が来るということなんですけれども、

当然事情によって受診されないというのが何名かおられると思うんですけれども、この

健診事業というのは、予防の意味からかなり奨励していることもあるんで、そのあたり

は、こういう大きい差というんですか、申込者と実際の受診者、これがないように、そ

の辺の追いかけの分析だけはやっぱりお願いしておきたいと思うんです。最終、締め切

った段階の話やとは思うんですけれども。 

  それから、もう一点。８番の地域密着の件で、２月上旬に結論という説明で、その時

点で継続かリセットかという判断をせんといかんということなんですけれども、大体今

現在の可能性としてはどういう方向に行っているんですか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） 現在は双方が、例えば町のほうだったらこういう形で助成



９ 

と言ったらおかしいけれども、何か手助けできるとか、相手さんは小規模特養と、例え

ばそのほかの附帯施設はどういったものがつけられるかというようなところで、その辺

で双方が歩み寄って、双方が妥協できるような点を今ちょっと最終的に検討していただ

いておるところでございます。 

  当初１１月の末に１回、相手さんの思われていることと、うちのここまでだったら補

助ができるというようなことを加味されて、どれぐらいでどうやったらできるというシ

ミュレーションをしていただいたんですけれども、１１月当初におきましては、やはり

ちょっとまだまだなかなか、もうけまではいかないですけれども、やはりプラマイベー

スゼロぐらいで運営していけるような状況にはちょっとまだまだ至らないというような

ことで、そのあたりで再度、ほんならまた、当初、例えばこういう施設をとかこういう

サービスを小規模とプラスして持ってくるということで検討されておったんですけれど

も、それをまた違うものを今度持ってこれるとか、町が例えばこういう訪問看護が欲し

いとかいう状況であれば、そういったものをこちらが提示させてもらっているんで、そ

ういうものがいけるんであれば、そういうなんと今度は加味して再度シミュレーション

していただくというようなことで、今それを最終の段階で検討していただいておるとこ

ろでございます。 

○委員長（谷口 整） 原田委員。 

○委員（原田周一） 今のお話を聞いていると、あくまでこれ事業ですんで、赤字か黒字

かということやと思うんです。それで、その赤字か黒字かというのは、将来の事業を運

営していった中で出てくる場合と、それから当初の初期投資も含めてそういう、事業者

ですから検討される。それで、例えば現在、町のほうで補助金とかいろんな制度を今提

案されておると思うんですけれども、例えばそれをもっと増額するとか、あるいは前か

ら私、何度も言わせていただいている土地を提供するとか、あるいは建物を提供すると

かみたいなことであれば、相手が採算ベースとして話に乗ってくるのかどうか。その辺

まで突っ込んだような検討というのはされてないんかなという感じはずっと受けている

んです。 

  だから、あくまで今の現状でずっと話を進めていて、こうやっているから赤字、黒字

の話になって、前へ進んでいないんじゃないかという印象を受けているんですけれども、

そのあたりどうでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） そのあたり町のほうも、例えば今現在、今年度予算でいい
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ますと、町独自で国の交付金プラス町の補助金ということで３００万、それを２０年間

というように、ことし当初予算をいただいております。それプラス、あと町ができると

いうことであれば、例えば町のあいている土地とかあれば、そういうところを提供でき

る。それは、相手さんがそこがちょっと、そこで気に入られるかどうかは別なんですけ

れども、そういったある土地があると。ほんならこういうところで使える、もしあれや

ったら検討してくださいというようなことで、尐しはそういう具体的なところ。それと、

あと今現在、長楽会、サンビレッジ宇治田原さんというのがございますけれども、その

ときに出したような補助金の出し方もあるでしょうし、そういったところもちょっと突

っ込んではお話はさせていただいておるようなところでございます。 

  それで、いかんせん、当初相手さん側は、小規模特養とそれプラスということで考え

ておられたんですけれども、やはり本体の病院、医療のほうからなかなか赤字を補塡す

ることもできひんと。ほんでやっぱり社会福祉法人としてまずは運営、経営していける

ところを考えたいというようなところもありまして、なかなかそのあたりで、町がどれ

だけ、例えば出すとか何するとかいうところで、相手さんももう一つ踏み切れないとこ

ろがありますし、うちとしてもやっぱりそれ以上のものを、今おっしゃっていただいた

ような補助金が、例えば５，０００万やったら５，０００万出すと言うてて、それをほ

んなら１億にするとしたらええというのは、やっぱり、そうすると対ほかの事業者さん、

ほかにおられるところ、それやったらうちも出てくるわ、うちもほんならするわという

ような状況にもなりかねへんので、そこらは町としてはある一定のラインで今言ってい

るところ以上は出せないと、できないというようなところで判断をさせていただかなく

てはならないのかなと思っております。 

○委員長（谷口 整） 原田委員。 

○委員（原田周一） 今、検討されているその事業者さんというのは、このサービス、こ

の特養の話だけと違って、以前ちらっと聞くと、専門医のそういうようなところも。そ

れで、従来から各議員の質問でも出ていますように、いろんな専門医がここは地域とし

てないんで、私は非常に話としても条件としても、我々住民からとっていい話なんです

よね。ですんで、何とか着地点を見つけていただいて、早期に何か実現できる方法、い

ろんな条件を出してでも、そのトータルとして、この特養の話だけと違って、トータル

として話をぜひ前へ進めていただきたいと思うんです。そのあたり、副町長、どうでし

ょうか。 

○委員長（谷口 整） 副町長。 
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○副町長（田中雅和） 小規模特養につきましては、従来から宇治田原町の人口から見ま

すと、現在待機者、特養への待機者は四十数名というふうに理解しておりまして、そう

いうことからすると、２９名の小規模特養というのは最も適切ではないかというように

考えておる１点でありますし、先ほど原田委員さんおっしゃいましたように、それに医

療を加えた総合的、いわゆる介護と医療を含めた施設です。こういったものをぜひつく

っていただきたい、つくるというよりつくっていただきたいと、こんなふうに思ってお

りますので、今までの話を受けましたように、町としてもできる限りの、一定の限度が

ございますけれども、できるだけの支援といいますか、そういったことを検討しながら、

ぜひ実現。 

  ただし、どうしても町としても一定の支援できる限度というのがございますので、そ

の辺につきましては先ほど来、青山課長も申していますように、一定の判断はやらなき

ゃいけないと思いますけれども、いずれにしても施設自身はぜひつくっていきたいと、

こんなふうに強く思っているところでございますので、引き続き調整なり協議なりを進

めていきたいと、こんなふうに思っているところでございます。以上です。 

○委員長（谷口 整） 原田委員。 

○委員（原田周一） ぜひこの事業につきましては、前向きに町を挙げて取り組んでいた

だくようお願いしておきます。以上です。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はございませんか。今西委員。 

○委員（今西久美子） 介護保険の保険給付のことで、ちょっとお聞きをしたいと思いま

す。 

  実績と計画値について詳しい資料を出してほしいということで、１２月にお願いをし

ておきました。出していただきましてありがとうございます。 

  先ほどちょっとございましたけれども、報告の中に、保険給付費の要介護１から５の

ところで、訪問リハが１，２５１％やったと。前年度実績がこれだけで、今年度実績が

これだけですというお話がありましたけれども、何でこうなったのか、その辺の分析は

されているのかどうか。 

  それと、ちょっと基本的なことですけれども、これは４月から１２月の実績なので、

あと１月から３月の分がここにまだ積まれるわけですよね。それで、現時点で

１，２００％というのは、ちょっとすごい数字やなというように思うんですが、なぜこ

うなったのか、その辺のご説明をいただきたいと思います。 

  それと、その他のサービスにつきましても、ずっと数字を上げていただいていますが、
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現時点で計画値と実績値についてどのように判断をされているのか、その辺もちょっと

お聞きしたいと思います。 

  それから、要支援のほうですね。全体として３８．４％の執行率ということで、これ

ちょっとかなり低いんじゃないかなというふうに思うんですが、その辺の分析もちょっ

とお聞きをしたいと思います。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） まず、要介護１から５の訪問リハの１，２００％につきま

しては、それ以前につきましては、町内で訪問リハというのはやっておられなかったと

いう状況で、それがその次の年から開始されたということで、その前段階の計画のとき

にそこらあたりがわかっておればいけたんでしょうけれども、多分そのときになかった

ことやと思います。そのために、その後ふえて１，２００％という形になったと思って

おります。 

  あと、そのほかの、例えば地域密着型のサービスにつきましても、これは地域密着型

サービスの地域密着型通所介護につきましては、これは萩の里とマドンナさんというこ

とで、一忚地域密着みなし指定ということで、まだ一忚、今現在、府の指定なんですけ

れども、もう移行時期なんで、みなし指定ということで町の指定に一忚なっておるんで

す。そのために、地域密着というところに入っておりまして、その数値が実績として上

がっておるところでございます。 

○委員長（谷口 整） あと要支援１について。 

○介護医療課長（青山公紀） あと、要支援１につきましては、ここでいきますと、地域

密着型の介護予防サービス、介護予防地域密着型通所介護ですね、この１６２万

１，０００円というところ、まずこれですけれども、これにつきましては申しわけござ

いません、当初の計画で誤りがございまして、この分につきましては、今まだ地域密着

型の介護予防はないという状況なので、そこへ数字がちょっと上がってしまっておりま

して、これはちょっと間違い、その分もふえておるところで、すみません。 

○委員長（谷口 整） それと、全体に低いというご質問。 

○介護医療課長（青山公紀） あと、全体に低いということにつきましては、やはり低い

というところにつきますと、ここで見ていただきますと、介護用具の福祉用具とか購入

とかいったところが、ちょっとその中でも高い状況となっています。大体、要支援とか

受けられて、やはり病院とかで認定を受けてきなさいというような話もございまして、

その中で認定を受けられるんですけれども、あと実際帰って使われるのは、そういう福
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祉用具とか生活のそういった用具の貸与だけで終わっておられる方がかなり多いという

ような状況で、実際のこういうリハビリとか訪問介護とかというところのサービスにつ

きましては、なかなか使っていただけないというような状況で、ちょっと落ちているよ

うな結果になっておると思っております。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） その今の地域密着予防の施設がちょっとよくわからないんですが、

ないのに計画値に上がっていた、間違いでした、そんなんで済むものなんですか。ちょ

っと、余りにも…… 

（「これにつきましては」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ちょっと待って。 

○委員（今西久美子） まだ終わっていません。ちょっとその辺を間違いでしたで済むの

かどうか、それだけ聞きます。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） すみません、これにつきましては、予防のほうは振り分け

がちょっと間違っておりまして、まだ地域密着型通所介護というのが、サービスがない

んです。それを、本来でいいますと、上のこっちの介護予防の通所介護のほうにほんま

は数字が上がっていなければだめやったんです。 

  それで、地域密着型というのは、だから今……。 

（「これだけが間違ってんの」と呼ぶ者あり） 

○介護医療課長（青山公紀） はい、それだけが計画自体で、本来はこの１６２万

１，０００円、予防のほうは、こっちの介護のほうでは地域密着型の通所介護というの

があるんですけれども、予防はそういうサービスがないんです、もともとないんです。

せやのに、あるのと間違って予防のほうにも計画を上げてしまったと。本来は、介護予

防通所介護のほうにこの１６２万１，０００円が上がってなだめやったんです。そうい

う形で割り振り、事業が、サービスがないにもかかわらず上げてしまっていたという状

況です。 

（「そんなん、間違いでしたで済むんかと聞いている」と呼ぶ者あり） 

○介護医療課長（青山公紀） はい、すみません。それは、申しわけございません、その

当時ちょっとわからなかったんで、今回、地域密着型が出てきたときに気づいた状況で

申しわけございませんでした。今後は、このようなことはないように、次の計画、

２９年度には立てますけれども、このようなことがないように気をつけたいと思ってお
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ります。すみません、申しわけございません。 

○委員長（谷口 整） ちょっと、暫時休憩します。 

休  憩   午前１０時３７分 

再  開   午前１０時４２分 

○委員長（谷口 整） 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

  副町長。 

○副町長（田中雅和） 大変申しわけないことになっておりまして、もう尐し早く、計画

を立てるときからきちっと精査しておけばよかったことが今、尾を引いて、こんなご迷

惑ということになりまして、大変申しわけございません。今後、こういうことがないよ

うに努めていきたいと思いますので、よろしくご理解を賜りますようお願い申し上げま

す。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） それ、もうしようがないですけれども、報告の前にそういう報告

をすべきじゃないですかね。指摘をされてから間違いでしたみたいな報告ではなくて、

気がついた時点できちんと報告すべきやというふうに思いますので、その点指摘をして

おきます。 

  それとさっき、介護度１から５のところで、訪問リハが非常にふえたと。これ、訪問

リハを利用されている方が非常に多いということやと逆に思うんですけれども、そうい

う事業所ができたことによってこれだけの利用がふえたと、そういうことですよね。 

  そういう意味で、町内に事業所の関係で不足しているがために、実績、執行率が悪い

んじゃないかと思われるようなとこら辺はないですか。以前は、訪問看護の施設がなく

て、なかなか利用がしづらかったというようなこともあったかと思うんですけれども、

現時点において、サービスの事業所について、これが不足しているんじゃないかとか、

担当課として考えておられるようなところがあれば、ちょっと教えてほしいんですけれ

ども。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） 不足というところからいいますと、ここでいいますと、訪

問看護というところで１００％という数字になっておるんですけれども、これらにつき

ましては、町内に平成２０年くらいまであったんですけれども、その後なくなったとい

うことで、この訪問看護については、やはり今後も不足しているというような状況かと

思います。 
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  それで、ただいま近隣の市町村から来ていただいておるんですけれども、やはりちょ

っと圏域的にも遠いというような状況もあって、なかなか二の足を踏まれるというとこ

ろもございますので、このあたりが今の状況でいきますと足らないのかなと思っておる

ところでございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 先ほど原田委員の質問にもありました小規模特養、そこに対して、

さっきちょっとご答弁の中でも訪問介護についてお話もされているようなこともありま

したけれども、その辺、我がまちに足りないサービスは何かと、事業所は何かというこ

ともしっかりと分析もしていただいて、それの誘致というんですか、それも含めて今後

ご検討もいただきたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） 今後につきましては、来年度、平成２９年度にも、新しく

また高齢者介護の福祉計画を策定し直すということでございますので、そのあたりでこ

れまでの状況をきちっと分析させていただきまして、何が足らない等の、それとまた来

年につきましても計画の際には、住民さん、要介護を受けておられる方とか、ある一定

の方に対しましてはアンケートをとりますんで、そういったところを踏まえまして検討

していきたいと思います。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ほかにないようですので、介護医療課所管の質疑を終了したいと

思います。 

  次に、健康児童課所管についての説明を求めます。立原課長。 

○健康児童課長（立原信子） それでは、健康児童課所管の２８年度第４四半期の事業執

行状況についてご報告申し上げます。 

  １番目、各種がん検診事業につきましては、昨年の１２月２１日、２６日の２日間で、

胃、肺、大腸を実施。乳がんに関しましては、今年度１月１０日から１２日の３日間で

実施をしております。子宮がん検診につきましては、医療機関のほうで実施をしており

ますので、２月２８日―申しわけございません、これ翌２月２８日とわかりにくい表

記になっておりますが、昨年から見まして翌年２月２８日、今年度の２月２８日までの

実施となっておりますので、こちらの受検者数を入れさせていただいています子宮がん

検診につきましては、２カ月おくれでの報告になりますので、１１月分までの数字で
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２０件と尐ないですが、その他の検診の結果も出ましたので、こちらでご報告申し上げ

ております。 

  ２つ目、尐子化対策推進事業につきましては、第４四半期におきましては、再度また

庁内の尐子化対策のプロジェクトの会議を開催予定としておりまして、３月１１日で日

程は今、調整を行っておりますが、町が主催します婚活の講演会の実施を予定しており

ます。まだ、内容は調整中ですが、今、講師の方には、内閣府等でも尐子化の委員等を

行っております白河桃子先生という方をお呼びする予定としております。 

  ３つ目、育児用品購入助成事業につきましては、１２月末現在、申請者数５２人、対

象児童５３人となっております。 

  ４つ目の、出産・子育てイベントスタンプラリーも、通常継続して実施をしている状

況です。 

  ５番目の、いきいき孫育て事業につきましては、最終第４四半期において計５回の実

施を予定しております。 

  続きまして６番目、病児・病後児保育事業につきまして、こちらも体調不良児型を

１１月から実施しておりまして、保育所のほうで体調不良になった方の看護ということ

で行っております。常勤の看護師さんも勤務をしていただいておりますので、体調不良

になった方以外にでも体調管理ということで活躍をしていただいているところです。 

  ７番目、もうすぐ１年生保育所体育教室実施事業につきましても、１月、２月、３月

で計４回、最終実施を予定しております。 

  ８番目の、多子家庭忚援保育料軽減事業につきましては、９月、３月の算定を行いま

した際の人数をそちらに記入しておりますので、それ以降はずっと保育料の変更はござ

いません。 

  ９番目、地域子育て支援センター拡張移設事業につきましては、移設後かなり利用が

あるということで前回報告をさせていただきましたが、１２月の一般利用としましても、

親御さんで１２５名、お子さんで１７１名の利用が１月間でありました。 

  １０番目、こちらのほうは１２月の補正予算で上げさせていただきました主要事項調

書の３ページ目ということで、一時保育施設整備事業の分になります。こちらのほうは、

今年度内に設計ということで費用を上げさせていただいておりまして、今現在検討して

おります内容が、木造平家建ての、大きさとしまして１３０平米程度、一時保育室を整

備ということで２室続き間をつくりまして、さらにもう２室、待機等が出るということ

を防ぐために、通常の保育室がいっぱいになった際に活用できるようなフリールームと
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いうことで２室を検討しております。また、幼児用トイレや大人用トイレ、手洗い調乳

室等の必要な整備を行うとしております。 

  報告は以上です。 

○委員長（谷口 整） これより質疑を行います。質疑のある方は、挙手を願います。今

西委員。 

○委員（今西久美子） 今報告のありました最後の一時保育施設等整備事業ですが、場所

についてはもう確定をしたのでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 立原課長。 

○健康児童課長（立原信子） 場所につきましては、今現在まだ検討を進めておりまして、

最適な場所というところで何カ所かを具体的に協議しながら、最終決定をもうすぐさせ

ていただこうとは思っておりますので、具体的に決定しましたら、またご報告をさせて

いただきたいと思っております。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 現時点で場所が決定していなくて、設計費用ということですけれ

ども、それ３月中に設計、間に合いますよね、もちろん。 

○委員長（谷口 整） 立原課長。 

○健康児童課長（立原信子） 場所に忚じた大きさ等も具体的に検討する中での決定を進

めるということですので、確実に間に合わせて、来年度できるだけ早い時期にと考えて

おります。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 一時保育室については、随分指摘もさせていただいてまいりまし

た。当初、保育所入ったところの左側のお部屋が、きちんと一時保育室として位置づけ

られていたにもかかわらず、現在はホールの、舞台の横に仮設的にあると、そんな状況

で、また卒所式の間はホールを使うということで撤去をされてしまうと、そんな状況の

中で一時保育が行われているというのが現状なわけですよ。 

  だから、今年度中に設計をしていただいて、来年度の早い時期にというお話ありまし

たけれども、本当に早い時期にぜひとも完成をして、できるようにお願いをしておきた

いと思います。以上です。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ほかにないようですので、健康児童課所管の質疑を終了いたしま
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す。 

  以上で、ただいま出席の健康福祉部所管に係ります第４四半期の執行状況についてを

終了したいと思います。 

  次に、日程第２、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  まず、福祉課所管の放課後等デイサービスについての説明を求めます。光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） それでは、ご説明を申し上げたいと存じますが、本件のご

説明に入ります前にちょっとお時間を頂戴しまして、前回の委員会におきまして、民生

児童委員さんの平均年齢なり平均期数についてのご質問がございまして、後日ご報告と

いうことでございましたので、この場をおかりしまして報告させていただきたいと存じ

ます。 

  今現在２７名の方がいらっしゃいまして、その方たちの平均でいいますと

６２．９６歳ということになります。それで、２７名いらっしゃるうちの１５名が新人

の方で、１２名の方が継続をされておるということでございます。それで、継続と新規

の方の平均でいいますと、継続の方が６３．９２歳、新人の方が６２．２０歳というこ

とになってございます。 

  期数ですが、何期やっておられるかということになりますけれども、これ新規の方が

１５名もいらっしゃいますので、ちょっと数字が変になっちゃうので、継続されている

１２人の方で割り返しますと、平均お一方について２．６期５年やっていただいている

という形になってございます。以上でございます。 

  それでは、本件の放課後等デイサービスについてのご説明を申し上げたいと存じます。 

  この件に関しましては、学童保育を教育委員会の所管で各学校ごとに実施をしており

まして、その中で、学校生活におきまして、加配の対忚となっていらっしゃる児童の方

もいらっしゃると。そういった方の受け入れがどうなのかということで、教育委員会も

非常に苦慮しておるような状況でございまして、何分にも加配を学童のほうにもつけよ

うといたしましても、人的な配置ができなかったという背景がございました。 

  それで、昨今の状況から、こういったニーズが非常に高いというふうな考え方に立ち

まして、本町においても実施をすることが必要ではないかということで、関係の社福さ

んにご相談を申し上げましたところ、では実施をしてみましょうということのお答えが

ございましたものですから、今般このような考え方で進めていこうというものでござい

ます。 

  まず、放課後デイサービスにつきましての根拠法令でございますが、これは児童福祉
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法第６条の２の２第４項に規定をされております。 

  概要は、放課後等デイサービスとは、学校、これはもう幼稚園と大学は除きますが、

就学をしている障がいのある児童に、授業の終了後、休業日または長期休暇中に、生活

能力向上のために必要な訓練、社会との交流の促進その他の便宜の供与を行うこととさ

れております。 

  対象者は障がいのある児童、身体に障がいのある児童、知的障がいのある児童または

精神に障がいのある児童と、障害者手帳や療育手帳がなくても、専門家などの意見書な

どを提出し、サービスの必要が認められる児童でございます。 

  就学児童は、年齢は６歳から１８歳まで、小学校、中学校、高等学校に通っている児

童ということでございますが、主には小学校が対象になってくるのではないかというふ

うに想定をするところでございます。 

  費用は、原則１割自己負担ということでございます。所得により上限がありますが、

一般論でいいますとおおむね５，０００円弱、一般の学童の負担金と変わらない程度に

なるのではないかというふうに考えております。 

  内容に関しましては、自立した日常生活を営むために必要な訓練、これは宿題などの

学習に必要な能力の養成などでございます。次に、創作的活動、作業活動、これは造形

ですとか書道、絵画などを行う。３番目に余暇の提供ということで、障がいのある子ど

もたちの放課後の居場所として、リラックスできる空間を提供したり運動を行うなどを

考えております。 

  事業実施主体は、社会福祉法人宇治田原むく福祉会さん、これはれっつのほうでござ

います。そちらのほうで考えていただいております。 

  開始時期につきましては、本年４月からということで、新学期からという予定をして

おります。 

  最終、今まだ詰めの段階でございますので、受け入れについての確認を行っておると

ころでございますけれども、時間帯といたしましては、おおむね放課後と言われる時間

から夕方６時まで。それと、いわゆる春、夏、冬の長期休暇、これについては、午前

９時ぐらいから夕方の６時ぐらいまでの受け入れを行いたいというふうに考えておると。

それ以外の時間帯については、日中一時の支援事業がございますので、そういったこと

ともあわせて考えていきたいということでお考えをいただいております。 

  なお、申しおくれましたけれども、当初１０名規模で事業を実施したいというふうに

考えておるところでございます。 
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  施設については、１１月に入札、契約を行いまして、今現在進行形でございます。

３月末にも竣工できるというタイムスケジュールの中で計画どおり進んでおるというこ

とで、今おおむね３０％から４０％ぐらいの完成率ではないかというふうにはおっしゃ

っておられました。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） これより質疑を行いたいと思います。馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 現在、放課後等デイサービスに通われている児童さんは、現状どこ

の施設へ行ってはるんですか。 

○委員長（谷口 整） 光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） 放課後等デイの事業そのものが町内にはございませんので、

お受けになられる方が希望されれば町外でということになります。 

  私どもが知っておる限りの情報でございますけれども、今現在、れっつさんのほうで

も、先ほどちらっと申し上げました日中一時の支援事業と、預かりますよという支援事

業をなさっておりますので、多くの町内の対象者の方はそちらのサービスを利用いただ

いておると。今のところ、町外のほうに行ってらっしゃる方はほぼないのではないかと、

私の情報なのであれですけれども、そういうようには聞いております。 

  今後、こういったサービスができることによりまして、支援学校に通っておられる方、

また町内で支援学級等に在籍の方でご希望される方の利用が見込まれるのではないかと

いうふうに考えておるところでございます。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） ほかに。原田委員。 

○委員（原田周一） 規模のことなんですけれども、先ほどのご説明で、主に小学生が対

象になるんじゃないかというお話で、大体１０名程度というご説明でした。 

  今の支援学校に通われている現状の対象者で、大体この１０名というのは、規模的に

は全員の仮に希望が出た場合に受け入れ態勢としてできるのかどうか、その辺はどうな

んでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） 必ずしも支援学校に通学されている児童の方がこのサービ

スを望まれるかということがありますので、一概には申し上げられませんけれども、今、

仮に全部の方がご希望なさったとしても、対忚できるというふうには伺っております。

以上でございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） まず最初の経過ですけれども、教育委員会に聞くべしかもしれま
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せんけれども、今行われている学童保育で障がいをお持ちの方がおられると、加配をつ

けてほしい、私１２月の一般質問で言いましたわ。その人的配置ができなかったから、

放課後等デイサービスについて事業所に相談をしたと。そこのまず考え方が、ちょっと

とんでもないなというふうに思っているんです。何で学童で人的配置ができないんです

か。それは部長に聞いてもあれですよね、教育委員会のお話ですか。副町長でもいいで

す、答えてください。 

○委員長（谷口 整） ちょっと待って。いや、経過報告で向こう行ってわかってんねや

ろうけれども、これここで答えるべきものかなという。 

（「教育委員会やな」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） そうやな。 

  暫時休憩します。 

休  憩   午前１１時０５分 

再  開   午前１１時０８分 

○委員長（谷口 整） 休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

  光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） 申しわけございません。私のご説明の仕方が適当でなかっ

たという部分がございましたら、おわびを申し上げます。 

  まず、そもそも論の話といたしまして、学童における加配を配置するということと、

放課後等デイサービスの問題は別問題というふうには考えておるところでございます。 

  ただ、このことに関しましては、過去の経緯から必要であろうという認識を持ってお

りましたものがございまして、そういった形で平成２８年度に入りましてから打診をし、

相手方さんとの詰めをした中で、今こういう形で事業として進められるようになってま

いったと。このことに関しましては、１２月議会で答弁させていただいた時期よりかは

先には進めておるということで、その点に関しましては、私の説明がよく理解をいただ

けなかったことについては反省をいたしておりますので、そういう点でご理解をいただ

ければというふうに存じますので、よろしくお願いをいたします。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 私の勘違いの部分もあったかと思います、申しわけございません。 

  これ実施主体は、むく福祉会さんやと。ちょっと町とのかかわりを教えてほしいんで

すけれども、今までむく福祉会さんが障がい者の施設関連いろいろ建てられる際には、

町としても補助金なりされてきたと思うんですが、その辺の財政的なことについてはど



２２ 

うなんでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） ご指摘をいただいておりますように、障がい者福祉の一環

でございまして、町の施策に基づく事業を展開いただくということがございますもんで

すから、従前の例に照らし合わせまして財政的な支援を行いたいというふうには考えて

おります。 

  具体的な内容につきましては、新年度予算のこともございますので、当初予算の中で

計上をいたしまして、ご説明を申し上げたいというふうに存じております。以上でござ

います。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） それと、費用ですけれども、原則１割自己負担と。先ほどのご説

明の中では大体５，０００円弱ということで、学童保育とその大差はないだろうみたい

なお話でしたけれども、これ毎日通って、例えば夏季休業中などの長期休暇中も含めて

そのお値段でということでいいんでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） 基本的には日々の利用料ということになるわけでございま

すけれども、それの１月の上限額が私が申し上げた金額、頭打ちというとあれかもわか

りませんが、それ以上はいただきませんというふうに定められた金額がこれでございま

す。 

  ただ、所得要件がございますので、いわゆる一般的なサラリーマン世帯と言われるよ

うな所得階層の方であれば、そのぐらいの金額。あと、それちょっと補足をさせていた

だきたいんですが、この中にはおやつ代とか食費のことは含まれておりませんので、そ

れは学童保育と同様に１日５０円とか１００円とかという負担はお願いすることにはな

ろうかと思います。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） あと、もうちょっと中身のことを詳しくお聞きしたいんですけれ

ども、専門の方が対忚をされるということになるかと思うんですけれども、そこはどう

なのか。あと、食事の提供等々についてはどうなのか。わかっておれば、ちょっと教え

ていただきたいと思います。 

○委員長（谷口 整） 部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） むく福祉会さんのほうのスタッフの方に委ねることになろ
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うかと思います。当然、資格をお持ちの方が対忚いただけるということで、今、人員の

シフト等についての計画を立案していただいている最中でございます。 

  食費等につきましては、これは日々のいわゆる放課後の時間帯ですと、一般の学童保

育と同様に、子どもさんが空腹感にさいなまれるということも出てまいりますので、そ

ういったときには、おやつの提供といったものは通常どおり考えられるだろうと。 

  ただ、夏季休業中とかということになりますと、そういう給食をされるのか、お弁当

にされるのか、そのあたりはまだ具体的な詰めまでいっておりませんので、今後また決

まった段階で、ご報告できる段階ではご報告させていただきたいというふうに存じます

ので、ご理解いただきますようにお願いいたします。 

○委員長（谷口 整） ほかに。馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 今、むく福祉会さんのスタッフ、現状これから整えはるという点で、

現状のスタッフとして、むく福祉会さんがこの事業を受け入れることに関しての運営状

況を、もう尐し詳しく説明していただきたいのと、あと今、保健センターでやってはる

療育の、いわゆる就学前児童の子たちですね、その子たちが大きくなって小学校に入っ

て、この放課後デイサービスを利用される可能性が高いと思うんですけれども、そこら

辺の連携について、町はどのように考えてはるのかなという点を尐しお聞きしたいと思

います。 

○委員長（谷口 整） 光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） 運営的には、１０名程度の児童をお預かりするということ

になると、２名体制ぐらいが必要になろうということで、あちらに現在いらっしゃるス

タッフの方の中で回っていかれるのか、新たに採用が生じるのかというのは、もうお任

せをしておりますが、そのあたりは体制的には大丈夫というお返事はいただいておりま

す。 

  あと、我々の今現在行っております事業との関係でございますけれども、先ほど費用

の助成の一端の中で申し上げましたように、当方の福祉施策の一環として事業展開をし

ていただきたいというふうに考えております関係から、その点については十分連携を図

りまして、その障がいを持っている子どもたちにとって一番よい方法を保護者の方に選

択していただける選択肢がふえるのであれば、それは可能な限り情報の交換をしながら

サポートしていければというふうに考えておりますし、またそうあるべきというふうに

認識をしておりますので、ご理解賜りたいというふうに存じます。以上でございます。 

○委員長（谷口 整） 馬場委員。 
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○委員（馬場 哉） 部長おっしゃったとおり、ここなかなか以前から町でなかった部分

ですので、大変ええ事業やと思うんですけれども、連携がしっかりできていたら、将来

の子どもたちにとっても大変充実した事業になると思いますんで、ぜひそこら辺、可能

な限りの連携をしていただいたらなと思います。 

○委員長（谷口 整） ほかにありませんか。今西委員。 

○委員（今西久美子） すみません、もう１点だけ。さっきおっしゃった現在やられてい

る日中一時支援事業、これと放課後等デイサービスというのはどう違うんですか。何が

違うのかちょっと教えてもらえますか。 

○委員長（谷口 整） 光嶋部長。 

○健康福祉部長（光嶋 隆） そもそも論でいいますと根拠法令が違うんですけれども、

内容的にいいますと、ほぼほぼ同じ内容のものになります。そのあたりが毎日サービス

をご希望される方とか、あるいは先ほど言いました、対象としては小、中、高の方が対

象にはなるんですが、例えば余り学齢が高くなりますと、小さい子どもと一緒でもどう

なのかという部分もありますので、そういったときにはうまく日中一時の支援事業と複

合して考えていければというふうには、むくさんのほうもおっしゃっていましたので、

そのように我々も考えておりますけれども。 

○委員長（谷口 整） ほかに。 

  ほかにないようですんで、ちょっと私からも１点申し上げたいと思います。 

  この事業について、私も何人かの障がい児をお持ちのご父兄から、以前からちょっと

お話を聞いていたんです。先ほど部長のほう、町外に行っている人がいないという、認

識としてないというようなお答えやったんですが、現実、田辺のくれよんだとか、また

別の施設に通っておられる子どもさんも現実はあるんです。 

  それで、そんな方がなぜそっちに通ってるんやという話を聞いたときに、先ほど出て

いました日中一時支援は、要は子どもさんを預かるだけというそういうような内容なん

で、くれよんとかほかに行くと、ここに書いてもらっている造形、書道、絵画とか、そ

ういうようなことなんかもやっていただけるんで、あえて遠くに行っているんだと。宇

治田原にできたらいいんやということを今まで言われていたんで、今回４月からこうい

う形で実現できるということは非常にありがたいなと、うれしいなというふうに思って

おるんです。 

  そのときに、先ほど今西委員のほうから質問が出ていましたように、建物に対する支

援の話、来年の当初予算で見ていきたいという考えをお持ちのようなんで、これやはり
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ランニングコストが、この制度の部分で何とかいけるやろうけれども、やはりイニシャ

ルコスト、これを回収するというのはなかなか小規模な法人さんでは大変やと思うんで、

先ほどの小規模多機能の話じゃないですけれども、やはりそこらについては十分な手だ

て、支援のほうを考えていただいているようなんで、そこのところを法人さんの思いも

含めて、ぜひそれなりの支援をしていただきたいなということを、私からもお願いをし

ておきたいというふうに思います。 

  ということで、ほかにないようですんで、本件についての質疑を終了したいと思いま

す。 

  次に、介護医療課所管の介護予防・日常生活支援総合事業についての説明を求めたい

と思います。青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） それでは、介護予防・日常生活支援総合事業についてとい

うことで、ご説明させていただきたいと思います。資料、Ａ４とＡ３のついている資料

でございます。 

  まず、この制度につきまして、簡単にご説明させていただきたいと思います。Ａ４の

横の１枚物をごらんください。 

  これにつきましては、まず今現在、改正前が左前ということでございます。それで、

右側が改正後ということでございます。それで、介護給付、いわゆる要介護１から５の

方につきましては、現状と同じでございます。予防給付の要支援１から２のうち訪問介

護と通所介護、いわゆるヘルパーさんとデイサービスの事業につきまして、この新しい

介護予防・日常生活支援総合事業のほうに移行するということでございます。 

  現在、介護予防事業として、一次予防事業、二次予防事業として行っているものにつ

きましては、一忚同じ地域支援事業なんですけれども、こちらの新しい介護予防・日常

生活支援総合事業ということで、地域支援事業の中のメニューに加えられると、位置づ

けが変わるということでございます。 

  あと、包括的支援事業とか任意事業につきまして、その他のものにつきましては、現

行どおり変わりございません。真ん中あたりの下に充実と書いておるんですけれども、

ここで在宅医療の介護連携とか認知症の施策とか、生活支援コーディネーターというこ

とで、これらにつきましては３０年４月までにいろいろ整備していくということで、充

実ということになっておるところでございます。 

  財源的には、左端に記載させていただいておるとおりで、従来どおり変わりはござい

ません。ただし、地域支援事業ということで、介護給付の事業の総枠の、これまででし
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たら３％以内という枠がございます。今後、新しい総合支援事業にいきますと、新しい

地域支援事業になりますと、これまでの実績プラス６５歳以上の比率ということでプラ

スされるというような状況でございます。 

  ただし、その事業をしていこうということで上限がありますので、それを超えた事業

とかを新たにするということになれば、町の持ち出しがふえるというような仕組みでご

ざいます。これにつきましては、やはり国のほうから、どうしてもやっぱり介護のほう

の給付、社会保障の給付費が上がっているということもございます。そういう意味と、

あと町のほうに移すことで尐し基準を緩和したようなサービスとか、地域のボランティ

アの方、地域の元気な高齢者の方たちが地域で支える、いわゆる地域包括ケアとかいう

ようなことに鑑みて、こちらのほうに移行するような事業でございます。地域支援事業

の形としては、こういう形でございます。 

  それでは、２枚目のちょっと絵を大きく描いています「介護予防・日常生活支援総合

事業で自分らしい暮らしを」ということで、このＡ３の裏表の資料なんですけれども、

これについて住民さんのほうに３月の広報に入れられたらと思って、これをつくらせて

いただいております。簡単に総合事業の説明というようなことで書かせていただいてお

ります。 

  団塊の世代の方が７５歳以上になる２０２５年に向けて、ひとり暮らしの高齢者とか、

高齢者のみの世帯とか、認知症の方とかが増加していくというようなことが予想される

ということで、また同時に尐子化とかも進むということで、今後は地域全体で高齢者を

支えるというようなことを目標として総合事業が創設されましたよというようなこと。

総合事業は６５歳以上の全ての人を対象とした町が実施できる介護予防事業やというよ

うなことで、地域で暮らしていくために総合事業を利用してくださいというふうなこと

で、啓発をしていきたいと思います。 

  その下に、現行と、先ほど申しました現行と移行後ということで、こういうふうに変

わりますということで啓発をしていきたいと思います。その右側には、よくある質問と

いうことで、簡単な質問事項を書かせていただいておるところでございます。 

  裏面に移っていただきまして、こちらのほうで今現在あるサービスと、新たに短時間

デイサービスということで、総合事業に移るということで、やらせていただきたいと思

って作成させていただいております。これらを、現行あるやつと周知ということで含め

て啓発をしていきたいと思っております。 

  住民の方に対しましては、やはり単純にいえばお金の出どころが違うようになるだけ
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やと、あとはちょっと尐し利用しやすくなる、認定を受けなくてもサービスを受けられ

るというようなところも出てきますので、そのあたりのところだけをきっちり周知させ

ていただきたいなと思っておるところでございます。 

  ３枚目に、縦のＡ３判があるんですけれども、これにつきましては、現行の事業がど

こに、改正後どこにいくのかということで図示させていただいております。先ほども言

いましたけれども、介護保険給付の訪問介護と通所介護ということで、新たに新しい介

護予防・日常生活支援総合事業のほうに、ヘルパーと通所介護ということで移りますよ

と、あと、要介護予防事業につきましても尐し枠組みが変わるということで、元活クラ

ブ、おやじエクササイズ、元気はつらつ、元気アップ、健幸キッチンということで、こ

れらのサービスがこちらに行きますよと。名前が、極端に言えば変わるというような形

で移行しますということでございます。包括的支援事業とか任意事業につきましては、

従来どおりということで、これにつきましては、今あるやつがどこにいくということで

記載をさせていただいておるところでございます。 

  簡単でございますが、以上でございます。 

○委員長（谷口 整） これより質疑を行います。質疑のある方は、挙手を願いたいと思

います。今西委員。 

○委員（今西久美子） いよいよ２９年、ことしの４月から移行するということで、担当

課としてはこれまで準備を進めてきていただいたかと思います。受ける方については、

そんなに今までとは変わらないというようなお話もありました。 

  ちょっと利用料のことが気になるんですけれども、この３月に折り込まれるというこ

のチラシですけれども、ちょっと裏面を見ていますと、利用料がずっと書いてあります

ね。これぱっと見ると、めっちゃ高いなと思ってしまうわけですよ。確かに利用料はこ

うなんだけれども、ここは自己負担額を書いたほうがわかりやすいかなと。確かに、利

用料のうち利用者負担は１割または２割と書いていますけれども、１割の方はこれだけ、

２割の方はこれだけというふうに書いたほうがいいのかなというふうにちょっと思った

ので、ご検討していただきたいと思います。 

  この利用料については例えばヘルパーサービスですね、要支援１、２の方または事業

対象者となりますが、これも非常にわかりにくいなと。自分は事業対象者なのか何なの

かというのが非常にわかりにくいんじゃないかなというふうに思うんですが、その利用

料については、今の利用料と結局どうなったのか、ちょっとその辺をお聞かせください。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 
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○介護医療課長（青山公紀） 現行の今の利用料、今度新しく総合事業に行く、いわゆる

通所型サービスと訪問型サービスにつきましては、現行の予防給付の利用料と同じでご

ざいます。全く同じでございます。 

  町のほうに、地域支援事業のほうに移行しますけれども、内容としましては、やはり

要支援１、２を受けられる方、それでその方が、例えばこういうデイサービスとかヘル

パーだけじゃなくて福祉用具とかの貸与ということであれば、その方につきましては、

やはり要支援１、２の認定をとっていただかなくてはならないというところがございま

すので、実際このサービスは、要支援１、２を受けていただかなくても事業対象者とし

て、いわゆる昔というか、これまでやっておりました元気アップ教室のチェックリスト

に該当すれば受けられるということなんですけれども、やはりそこは１、２で福祉用具

とかを借りられる方と同じようにするということで、金額につきましては同等と、同じ

額とさせていただいておるところでございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） それと、例えばヘルパーサービスで要支援の方で対象者にならな

かった方もいるわけですね。その方には社協がやっている、何でしたっけ、ちょっと名

前は忘れましたけれども、社協の事業があると。そんな情報はどこにもないんですか。

事業対象者の方と介護の対象者の方向けの折り込みということなんですか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） 事業対象者にならない方につきましては、この下の一般介

護予防です、裏側でいいますと。これまでどおりの、先ほど言っていただいた元気はつ

らつとか元活、そちらの関係の事業へ行っていただくというような状況でございます。 

  この一番下に書いていますように「元気なあなた」ということで、これは普通の元気

な方が、いわゆるこの点線の枠組みの中の事業を主に利用していただくと。だんだんち

ょっと介護度が、やはり何かサービスが要るというような方になってくると、この元気

アップ教室とか。あとどうしても、元気アップ教室まで来ると、もう認定を受けなくて

はならない、多分、方が主になってくると思うんです。 

  そういう方々はやはりどうしても窓口のほうに来られて、お話を聞かれたり、うちが

させていただくということで、そのあたりで、あなたはやっぱり介護認定が必要ですよ

とかという振り分けをできたらなと。そういう形になると思うので。だから、その方々

は多分どこへ行く、受けておられるということではなくて、もううちの包括のほうが主

導で、やっぱり認定を受けたほうがいいですよということでやってみていただく。それ
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で、その方々が仮に認定が、今おっしゃっていただいたようにない方につきましては、

この一般介護予防のほうに行っていただくというようなことで振り分けをさせていただ

きたいなと考えておるところでございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） じゃ、その一般介護予防の中の、ちょっとそれが一般介護予防に

ならないのかもわからないんですけれども、社協がやっているホームヘルパー的なお仕

事は、ここには入らないんですか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） すみません、失礼しました。 

  例えば、今度のこの改正におきまして、社協さんがやっておられる、ボランティアさ

んやＮＰＯさんとかがやっておられるというそこらを使いなさいということでございま

すけれども、社協さんの暮らしのサポートとか、うちが委託している移送サービスとか

ございます。あと、もっと言えば、シルバー人材センターの活用とかいうこともあるん

ですけれども、やはり現状、今そちらでボランティアの方とかいろんな方が携わってい

ただいて、中心にやっていただいておりますので、できたらそっちはそちらで尊重して

いきたいと。 

  それと、そういうサービスをこちらの総合事業のほうに位置づけさせていただきます

と、今度逆に環境アセスメントとかプランとかを立てなければならなくなってきますの

で、そのあたりを簡素化するようなイメージで、今回はそちらのほうでやっていきたい

と思っております。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） いずれにしても、住民さんの側、受ける側にすれば同じなわけで

すよ、誰がやっていようが。その辺はちょっとしっかりと連携もしていただかないと、

情報として提供という意味では、それぞれがそれぞれではなくて、やっぱり一緒になっ

て伝えていっていただきたいなというふうに思いますので、その辺はよろしくお願いし

ます。以上です。 

○委員長（谷口 整） ほかにありませんか。原田委員。 

○委員（原田周一） いよいよ、先ほどからおっしゃっていますように、この総合事業と

いうことで始まるわけですけれども、これ以前に、ちょっと私、一般質問でも言わせて

いただいたんですけれども、ますます改正になって実施されると、包括センターの重要

性というんですか、そういうのが増すと思うんです。以前、そのときにも、大きい市町
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村と小さい我々みたいなところとで、包括支援センターのあり方、体制に含めて、地域

の格差が出るんじゃないかという質問をさせていただいたときに、それは起こり得ると

いうような当時答弁をいただいたように記憶しているんですけれども、そのあたりはど

うなんでしょうか。 

○委員長（谷口 整） 青山課長。 

○介護医療課長（青山公紀） やはり、各事業それぞれ市町村へということになってくる

と、確かに今おっしゃっていただきましたとおり、格差が出る可能性もございます。 

  地域包括支援センターにつきましては、逆にこの宇治田原町という、いわゆる大きい

都市、市町村に比べますと、やっぱり小さい、動きやすい１つの単位ですので、そうい

った意味から、例えばここに書いていませんけれども、今、包括のほうでお達者訪問と

いうことで、７０歳以上の方の家庭、年に１回必ず回らせてもらうというようなことも

やっております。 

  そういった意味から申し上げますと、やはり大きい市町村さんに比べると包括と高齢

者の方のかかわりという意味からいいますと、十分充足できているんかなというふうに

思っておるところでございます。 

○委員長（谷口 整） 原田委員。 

○委員（原田周一） これはお答えは要らないんですけれども、要は格差が縮まるような

支援体制、これをぜひ最重点に運営をこれからしていっていただきたいというふうに要

望して終わっておきます。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ほかにないようですんで、以上で介護医療課の所管事業の報告の

質疑を終了いたします。 

  ここで、出席の職員さんの入れかえをしたいと思います。暫時休憩いたします。 

休  憩   午前１１時３７分 

再  開   午前１１時４０分 

○委員長（谷口 整） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  教育委員会所管に係ります事項についてを始めていきたいと思います。 

  日程第３、各課所管に係ります第４四半期の事業執行状況についてを議題といたしま

す。 

  まず、学校教育課所管について説明を求めます。黒川教育部長。 
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○教育部長（黒川 剛） 教育委員会、学校教育課所管につきまして、事業執行状況につ

いてご説明を申し上げます。 

  まず１点目、「うじたわら学び塾」運営事業でございます。こちらにつきましては、

１月に事業を実施ということで、冬休み期間等におきまして、しめ縄教室、競技かるた、

昔遊び、冬の星空観測会といったもの、また英語検定につきましての学び塾のほうを実

施してございます。 

  表の中で１月下旬、事業実施と書いておりますのは、今週の土曜日ですけれども１月

２８日、漢字検定の受験を行う予定でございます。これをもちまして、夏及び冬の長期

休業期間内におけます事業を完了する予定でございます。２月の下旬には、これらのこ

とし１年の取り組みについて総括するということで、運営委員会の開催を予定している

ところでございます。 

  続きまして、小中一貫教育推進事業でございます。現在、１月の広報紙で愛称の募集

のほうをさせていただいてございます。広報紙で折り込みをさせていただき、全戸に配

布させていただきましたのとあわせまして、小中学校のほうにも子ども向け、また保護

者に対しましての再度の呼びかけをしているところでございます。１月２０日をめどに

ということで締め切りのほうを設定させていただいておりまして、現時点で約２５０名、

２５０件程度の今現在忚募といいますか、募集に対しまして申し出をいただいていると

ころでございます。また確定をいたしましたら、次回委員会等でもご報告をさせていた

だく予定でございます。 

  ３点目、「うじたわらの日」学校給食推進事業、これにつきましては、当期につきま

しては特段の取り組みはございません。 

  ４点目、通級指導教室運営事業でございますけれども、１月５日現在でございます。

前回１２月でご報告させていただきましたけれども、１月５日現在で田原小学校１３名、

宇治田原小学校５名、１８名の子どもさん方が今現在通級をしていただいているところ

でございます。宇治田原小学校から２名の増員という形になってございます。 

  以上で学校教育課につきましてのご報告を終わります。 

○委員長（谷口 整） これより質疑に移ります。質疑のある方は、挙手を願います。原

田委員。 

○委員（原田周一） 今の通級なんですけれども、これ当初から宇治田原小学校の場合の

送り迎えというんですか、送迎とかそういうようなあれは、これ２名何かふえていると

いうことなんですけれども、例えば学校と言うたらおかしいですけれども、先生いうよ
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り町が、例えば送り迎えの送迎とかそういうことをやった場合に、もっとふえる対象と

かそういうことがあるのかどうか、そんなことはないですか。 

○委員長（谷口 整） 黒川部長。 

○教育部長（黒川 剛） 今現在１８名の子どもさんたちに通園していただいております

けれども、学校側から必要であろうという子どもさんたちに対しまして、保護者を含め

まして対忚していただいている結果がこの数字だというふうに考えております。 

  足がないから行くのをちゅうちょしているというふうな声は、宇治田原小学校のほう

にも再度、前回も同じようなご質問をいただきまして、確認はしておるんですけれども、

特段通学といいますか、通うのに支障があるから行くのをためらっているというふうな

お話は、保護者のほうからは聞いていないということでございます。 

○委員長（谷口 整） ほかに。今西委員。 

○委員（今西久美子） 今の通級指導教室なんですけれども、キャパは、キャパというか

受け入れ、最大の受け入れ人数というのはどれぐらいを考えてはるんですか。時間配分

もあるでしょうし。 

○委員長（谷口 整） 黒川部長。 

○教育部長（黒川 剛） 当初、枠を設定させていただいたときは、月曜日から金曜日ま

での中で、週の１日は研修ということでございまして、おおむね２０枠ぐらいかなとい

う形で想定してございました。 

  ただ、実際子どもさんたちが来られますと、枠としては２０あるんですけれども、個

別の指導をさせてもらうとか、対忚の方針を確立するとか、きょうあったことの返しと

いうのは、それぞれの授業がございますので、２０枠あるから必ずしも２０人対忚でき

るかどうかというのは、ちょっとその子どもさんたちの状況にもよりますし、指導内容

によって変わりますので、一概に２０枠あるから２０枠全ていけますよということでは

ないと。 

  今のところ、何とかやっていけているというような状況であるというふうには、学校

のほうから聞いておるところでございます。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） ということは、現在１８名で、これ以上ふえるとなかなか厳しい

というような状況になるのかなと思ったりもするんですが、それはどのようにお考えで

しょうか。 

○委員長（谷口 整） 黒川部長。 
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○教育部長（黒川 剛） 今１８名いらっしゃる中で、６年生の子どもさんたちも数名い

らっしゃいますので、そこで何人かの方は卒業されるという形で入れかわりが発生する

かなという状況にあります。 

  ただ、そう言いながらも、今度は入ってこられた方、今現在在学している子どもたち

が必要になってくるということもあり得ますので、その辺は状況を見ながらそれぞれ対

忚を決めていかなければならないのかなというふうには考えているところです。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 必要な方については受け入れができるように、ぜひとも工夫とい

うのか何というか、検討をお願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（谷口 整） ほかに質疑はありませんか。 

  あの、私からちょっと１点、お聞きをしたいと思うんですけれども、小中一貫なんで

すけれども、今、愛称を募集されて３月で決定という運びで進んでいるんですけれども、

分離型でいくんか施設一体型でいくんかの結論は、たしか今年度中に出されるというこ

とでよかったんですね。その辺のこと、この執行状況に上がっていないんですけれども、

それはどうなっているんですか。黒川部長。 

○教育部長（黒川 剛） 小中一貫推進事業につきまして、当初予定しておりました項目

といたしましては、推進協議会を設置して、地域とのかかわりについての進め方、また

愛称の募集についてやっていきますよというのが当初の計画でございました。 

  それで、さきの昨年の決算委員会等々の中で、議論の中で今年度中に方向性を出すと

いう形で、施設のあり方ということで、ちょっとこれと切り離した形で教育委員会とし

ましては考えさせていただいております。 

  それに対する今の状況でございますけれども、昨年の１２月に新たな教育委員さんも

決定に同意していただきましたので、その新しい体制のもとで施設のあり方について、

一貫教育を進めるに当たってはどちらの方向がいいんかと。それですとか、国のほうか

ら示されています適正規模という観点、それから今後は財政面なりまちづくりの観点と

いうような、これは教育委員会だけじゃなくて町長部局とも一定の調整は必要かなとは

思っておりますけれども、そういった観点からの議論を深めた中で、今年度中には決定

に、方向性を決めていきたいというふうな状況でございます。 

○委員長（谷口 整） そのあたりは、もうおくれるということはないというふうに理解

したらいいんですか。決定がおくれるというのはないというふうに理解したらいいんで

すか。黒川部長。 
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○教育部長（黒川 剛） 昨日も実は教育委員会を開催いたしまして、４名の教育委員さ

ん、教育長、５名の教育委員の中で議論をさせていただきました。その中でも再度、ス

ケジュール感の確認ということでさせていただいておりまして、３月中、今年度中には

方向性を打ち出すという形で確認をしているところでございます。 

○委員長（谷口 整） というのは、愛称が既に決定されるわ、何かまだどうすんねんが

決まらんという、仏つくって魂入れずじゃないですけれども、何かその辺がちょっとこ

のあたりでもやもやとしている部分があるんで、改めて確認をさせていただいたんです

が、いずれにしても年度内に方向を決めていただくということについては、期待をして

おきたいと思います。以上です。 

  ほかにないようでしたら、質疑はこのあたりで終了したいと思います。 

  次に、社会教育課所管についての説明を求めたいと思います。岩井課長。 

○社会教育課長（岩井直子） それでは、続きまして社会教育課所管の第４四半期事業執

行状況につきましてご説明させていただきます。 

  まず、お手元の資料、まず１番目、生涯学習推進事業でございます。１月から３月、

引き続き高齢者教育ということで、ことぶき大学を毎月開催いたします。また、青尐年

教育では、野鳥・化石と文化財、また子ども茶道教室・絵画教室を開催予定でございま

す。また、成人教育といたしまして、パソコン教室、歴史講座も開催をさせていただき

ます。それから、生涯学習の推進検討委員会につきましては、１２月１９日に第１回を

開催いたしまして、その検討課題、また管理職の意見等を聴取し、第２回は２月下旬に

開催予定をしております。 

  続きまして、生涯学習情報発信事業、こちらにつきましては、６月、１０月に配付済

みで終了しております。 

  続きまして、３番目、総合文化センター・図書館２０周年記念事業、こちらにつきま

しても、６月、９月に実施を終えております。 

  ４番目、こんにちは赤ちゃん絵本（ブックスタート）事業ですが、こちらにつきまし

ては、３月３日、第４回の最終の事業になりますが、開催をさせていただきます。 

  ５番目、放課後児童健全育成事業、こちらにつきましては、２月１３日から１７日、

こちらは２９年度の入所の申請を受け付けさせていただきまして、書類審査、入所決定

事務を終えまして、３月２５日に入所の説明会を開催する予定をしております。 

  なお、田原学童につきまして、ご指摘いただいておりました壁、床のへこみにつきま

しては、全て修繕を終えております。以上でございます。 
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○委員長（谷口 整） これより質疑に移りたいと思います。質疑のある委員は、挙手を

願いたいと思います。今西委員。 

○委員（今西久美子） 今の放課後児童健全育成事業についてですが、ご指摘をさせてい

ただきました壁、床のへこみ、修繕をしていただいたということで、ありがとうござい

ます。 

  もう一つ課題ということで指摘もさせていただきましたけれども、障がいをお持ちの

お子さんが学童に通われている、保育所のときとかは加配がついていたと、小学校に上

がられたら支援学級に入られる。そういう子どもさんが学童に来て、異年齢の集団の、

多数の集団の中で放課後を過ごしていると。長期の休業中については１日過ごしている

というような状況の中で、やはり必要な加配の措置をつけるべきではないかということ

もご指摘をさせていただいてまいりましたけれども、それについてのお考えをお聞きし

たいと思います。 

  先ほど、放課後等デイサービスについての福祉のほうからのご報告もあったんですが、

これもあるのでと、利用の幅が広がりますよというようなご報告もあったわけですが、

教育委員会担当、教育委員会としてのその辺のお考えをお聞きしたいと思います。 

○委員長（谷口 整） 岩井課長。 

○社会教育課長（岩井直子） 学童におきます障がい児加配につきましては、確かに今西

委員さんのほうから以前もご質問を頂戴しておりました。その際のお答えといたしまし

ては、今現在は学童保育の入所につきましては、保育を必要とする全ての児童さんを対

象に受け入れのほうを現在しております。 

  いわゆる障がいをお持ちの子どもさんに関しましては、発達の個人差を踏まえまして、

一人一人の状況に合わせた支援、配慮というものが必要であるというふうな認識は私ど

ものほうもしております。また、保護者の方のご意向等も面接の際にお伺いもいたしま

すし、また子どもさんの状況も踏まえまして、対忚につきましては、こちらのほう学童

全体の状況を考慮して、必要である場合については検討させていただきたいというよう

な考えを、さきも示させていただいておりますし、今現在もそのように思っております。

加配につきましては、必要に忚じてというような思いをしております。以上でございま

す。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 現時点で加配というのは要るんですか。 

○委員長（谷口 整） 岩井課長。 
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○社会教育課長（岩井直子） 先ほど申しました、全体の状況、それから保護者のご意向、

ご本人さんを見せていただく中で常にやりとりはしているんですが、今、加配が必要と

いうような現場から等の声は、今現在ございません。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 

○委員（今西久美子） 現場からの声はないということですけれども、先ほど福祉部長の

ほうからは、学童については人的配置ができないというようなお話がちょっとあったん

です。ちょっとそれは違和感を感じたのでお聞きしたんですけれども、それは教育委員

会の人的配置ができないんじゃなくて、今の段階では必要ないという、そういう考えだ

という今ご答弁でしたね。 

  ただ、現場からの声はないけれども、教育委員会として、学校において支援学級に通

っている児童が、私も現場、田原学童については行かせてもらいましたけれども、もう

異年齢の集団の中で、本当にその障がいを持っている子どもが過ごすということについ

ては、非常に厳しいものがあるなというふうに私は感じました。現場からなぜそんな声

が上がってこないのか、そこが不思議なんですけれども、やっぱりそこは教育委員会と

してきちんと判断をして、必要なのかどうかを検証すべきやというふうに思います。 

  現場からの声がない、保護者がつけてくれと言わない、だからつけないんだと、そん

なことでは、私は教育委員会としての責任を果たせていないと思いますが、どうでしょ

うか。 

○委員長（谷口 整） 岩井課長。 

○社会教育課長（岩井直子） 確かに、現場とは常々、両学童ともお話をさせていただい

ております。確かにこちらのほうも、現場の声あるいは保護者の方のご意向がないから

というようなことで、今の現状を置いているというような状況では決してございません。 

  また、学童というのは、先ほどおっしゃいました異年齢の集団でございますし、また

そこから来る成長過程において、子どもたち同士の子ども社会の中でお互い成長してい

く部分というのがありますので、大人が頭から最初に介入をすることで、そういった子

ども社会のほうの円滑な体験というものができない可能性も出てまいりますし、先ほど

も申し上げましたように、本当に必要な支援というのは必ず必要になってまいります。

その辺は全ての状況を踏まえた上で、加配等が必要であれば、また全体を見るか、ある

いは１対１になるか、その辺は何とも言いようがございませんが、内容を踏まえた上で

検討のほうはさせていただきたいというふうに考えております。 

○委員長（谷口 整） 今西委員。 
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○委員（今西久美子） 今の現状を見る中で、その辺、見方が私と教育委員会とは違うの

かもしれませんけれども、もちろん子どもたち同士のかかわりは大事やと思いますし、

その中で子どもたちは育っていくというのもよく理解できます。 

  ただ、加配がついたからといって、べったりその子どもについていると、そんなこと

をイメージしているわけではなくて、やはり必要なときに必要な手助けができるように

見守っていると。今の状況で、指導員さんがその子のことだけを見ているわけには絶対

いかないので、そういう意味でやはり必要じゃないかなというふうには私は考えており

ます。ぜひとも検討、そういう意味での検討も、そういう視点も入れて検討していただ

きたいと思いますので、要望にとどめておきます。以上です。 

○委員長（谷口 整） 他に質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ほかにないようですので、社会教育課所管の質疑を終了したいと

思います。 

  以上で、教育委員会関係の第４四半期の執行状況についてを終了したいと思います。 

  次に、日程第４、その他を議題といたします。 

  委員から何かあれば、挙手をお願いしたいと思います。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） 特にないようです。 

  次に、当局から何かございますか。 

（「ございません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） 事務局から。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（谷口 整） ないようでございますので、日程第４、その他についてを終了し

たいと思います。 

  次に、日程第５に移りたいんですが、これまた場所を移動いたしますんで、この場で

の議事の審査については、これで終了することになります。 

  今年度も、第４四半期に入りまして、残すところ２カ月余りとなってまいりました。

事業の執行に当たっては、年度内完了に向けて最善の努力をしていただくことを要望し

ておきます。 

  なお、閉会中の委員会については、２月はちょっとスケジュール的に厳しいというこ

とで、今のところ開催の予定はしておりません。ですので、本日が最終の委員会という
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ことになります。３月議会に向けましては、もし開催の必要があれば、何か事件、事故

等があり、開催の必要があれば調整はいたしますけれども、一忚３月定例会まで委員会

は今のところないということでご理解をいただきたいと思います。委員の皆さん並びに

町当局におかれましても、そういうことでよろしくお願いをいたします。 

  それでは、日程第５が残っておりますので、暫時休憩をしたいと思います。引き続き、

また場所を移動して日程第５に入りたいと思いますんで、よろしくお願いをいたします。 

休  憩   午後０時０２分 

再  開   午後０時２３分 

○委員長（谷口 整） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  本日は、日程第５といたしまして、この後文教厚生常任委員会が所管いたします町の

施設について、施設見学を行いたいと思います。 

  直ちに出発いたしますのでよろしくお願いいたします。 

（現地視察） 

○委員長（谷口 整） 以上で、本日の文教厚生常任委員会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

閉  会   午後２時３６分 



３９ 
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